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在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書

■
体
裁　

全
１
巻
・
Ａ
５
版
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価　

本
体
１
８
、０
０
０
円
＋
税　

ISBN
978

―4

―89774

―167

―3

■
刊
行　

平
成
26
年
10
月
刊

外
村
大
・
韓
載
香
・
羅
京
洙
編

〒173―0004
東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書
⓫

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修
　
既
刊
１
～
９　
★
は
続
刊

資
料

メ
デ
ィ
ア
の
中
の

在
日
朝
鮮
人

本
資
料
の
特
色

▼
朝
鮮
を
本
拠
と
す
る
日
本
語
・
朝
鮮
語
の
新
聞
・
雑
誌
の
中
か
ら

一
九
二
二
～
四
四
年
の
在
日
朝
鮮
人
の
動
向
・
実
態
を
伝
え
る
特
集

記
事
・
連
載
記
事
を
中
心
に
選
定
し
収
録
し
た
。

▼
収
録
紙
誌
は
、『
東
亜
日
報
』、『
朝
鮮
日
報
』、『
三
千
里
』、『
四
海

公
報
』、『
朝
光
』（
以
上
、
朝
鮮
語
）、『
京
城
日
報
』、『
改
造
』、

『
中
央
公
論
』、『
知
性
』（
以
上
、
日
本
語
）
の
九
種
。

▼
政
府
系
紙
か
ら
民
族
紙
・
誌
ま
で
、
時
期
的
に
も
民
族
運
動
の
高
揚

期
か
ら
戦
時
下
ま
で
の
一
定
期
間
、
朝
鮮
人
問
題
を
ど
の
様
に
認
識

し
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
多
種
多
様
な
言
論
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

▼
原
文
が
朝
鮮
語
の
も
の
は
全
て
日
本
語
訳
と
し
、
広
く
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

▼『
京
城
日
報
』（
日
本
語
）
の
記
事
で
原
紙
の
状
態
が
良
く
な
い
も
の

は
す
べ
て
新
た
に
組
み
直
し
、
読
み
や
す
く
し
た
。

資
料

メ
デ
ィ
ア
の
中
の

在
日
朝
鮮
人

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
　
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修
　
既
刊
❶
～
❿

在
日
朝
鮮
人
史

資
料
集

❶
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編

『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
収
録
の
附
属
資
料
を
再
編
集
し
、
通
覧

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
他
の
史
料
集
で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な

い
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
に
関
す
る
資
料
を
多
数
収
録
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-134-5

在
日
本
朝
鮮
人

商
工
便
覧

❷
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編　

樋
口
雄
一
解
説

戦
後
初
め
て
の
本
格
的
な
在
日
朝
鮮
人
の
商
工
業
実
態
に
関
す

る
全
国
的
調
査
資
料
（
一
九
五
七
年
版
）。
な
お
、
同
連
合
会
編

『
調
査
月
報
』
の
附
属
資
料
を
付
す
。

▼
全
１
巻
／
本
体
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-135-2

戦
後

初
期

在
日
朝
鮮
人 

人
口
調
査
資
料
集

❸
長
澤
秀
編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
社
会
の
構
造
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
基
本
資

料
。
戦
後
の
朝
鮮
人
集
住
地
域
に
関
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
収

録
。
統
計
局
の
報
告
書
と
し
て
は
未
刊
行
の
資
料
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-138-3

在
日
朝
鮮
人 

教
育
関
係
資
料

❹
佐
野
通
夫
編
・
解
説

戦
後
（
一
九
四
五
～
一
九
八
〇
）
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
の
歴
史
・

背
景
と
問
題
点
を
通
覧
で
き
、
日
本
人
教
師
の
在
日
朝
鮮
人
教

育
に
対
す
る
取
り
組
み
や
課
題
、
そ
し
て
当
該
期
の
日
本
政
府

の
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
政
策
や
認
識
等
を
複
合
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
４
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-142-0

朝
鮮
人
強
制
動
員

関
係
資
料

❺
山
田
昭
次
編
・
解
説

戦
時
下
（
一
九
三
七
～
一
九
四
五
）
の
強
制
動
員
朝
鮮
人
鉱
夫

の
実
態
を
、
裁
判
資
料
、
戦
時
労
働
動
員
聞
書
資
料
、
常
磐
炭

礦
朝
鮮
人
関
係
資
料
、『
労
務
時
報
』・『
日
本
鉱
業
新
聞
』
所
収

朝
鮮
人
関
係
記
事
等
の
新
資
料
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
た
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-145-1

在
日
朝
鮮
人 

留
学
生
資
料

❻
裵
姈
美
編
・
解
説

一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
人
留
学
生
の
動
向
を
通
観

す
る
初
め
て
の
資
料
。
朝
鮮
総
督
府
や
官
憲
の
報
告
書
、
個
人

の
書
簡
、
日
本
と
朝
鮮
の
新
聞
記
事
、
雑
誌
記
事
等
種
々
の
資

料
を
収
録
。
朝
鮮
近
現
代
史
の
教
育
、
思
想
、
運
動
、
政
治
、

経
済
な
ど
の
研
究
分
野
に
も
必
備
の
資
料
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
５
４
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-150-5

在
日
朝
鮮
人 

警
察
関
係
資
料

❼
福
井
讓
編
・
解
説

鳥
取
県
内
を
中
心
と
し
た
、
朝
鮮
人
関
係
の
各
種
指
示
・
連
絡

事
項
及
び
在
日
朝
鮮
人
の
身
元
照
会
・
調
査
資
料
等
を
収
録
。

治
安
当
局
の
末
端
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
、
当
時
の
諸
政
策
の

実
態
に
迫
る
。

▼
全
３
巻
／
揃
本
体
４
８
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-154-3

在
日
朝
鮮
人 

生
活
保
護
資
料

❽
金
耿
昊
編
・
解
説

一
九
五
〇
年
代
を
中
心
に
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
在
日
朝

鮮
人
の
生
活
困
窮
者
層
の
動
向
（
と
り
わ
け
生
活
保
護
受
給
者

の
動
向
）
を
広
汎
に
記
載
し
た
初
め
て
の
資
料
集
。
生
活
保
護

問
題
を
考
え
る
歴
史
的
原
点
資
料

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-159-8

在
日
朝
鮮
女
性

作
品
集

❾
宋
恵
媛
編
・
解
説

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
（
一
世
女
性
の
日
本
語

作
品
の
み
一
九
八
四
年
ま
で
）
の
間
に
、
朝
鮮
語
あ
る
い
は
日

本
語
で
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
・
日
記
・
手
紙
・
作
文
・
小
説
等
を

集
成
し
た
初
め
て
の
作
品
集
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
２
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-162-8

関
東
大
震
災 

朝
鮮
人
虐
殺
裁
判
資
料

❿
山
田
昭
次
編

関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
関
す
る
裁
判
資
料
と
し
て
現
在

知
る
こ
と
が
可
能
な
埼
玉
県
と
群
馬
県
の
判
決
書
を
収
録
。

日
本
政
府
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
事
後
処
理
政
策
を
研
究
す
る
上

で
本
書
所
収
の
判
決
書
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

▼
全
２
巻
／
揃
本
体
３
６
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-165-9

⓬
神
奈
川
県
朝
鮮
人
学
校
資
料［
仮
］　
大
石
忠
雄
編
・
解
説

一
九
四
五
～
八
四

在
日
朝
鮮
人
の
動
向
を
伝
え
た
新
聞
や
雑
誌
の
記
事
は
、
警
察
当
局
の

治
安
取
締
り
関
連
史
料
や
社
会
調
査
報
告
の
類
と
並
ん
で
、
植
民
地
期

の
在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
史
料
で
あ
る
。

本
資
料
集
は
、
そ
の
よ
う
な
在
日
朝
鮮
人
の
動
向
を
伝
え
る
一
般
紙
の

特
集
記
事
・
連
載
記
事
、
綜
合
雑
誌
の
記
事
か
ら
重
要
な
も
の
を
選
定

し
、
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

［
編
集
者
］

外
村
大
（
東
京
大
学
准
教
授
）

韓
載
香
（
北
海
道
大
学
准
教
授
）

羅
京
洙
（
学
習
院
女
子
大
学
准
教
授
）

関連図書

特約店

資
料
メ
デ
ィ
ア
の
中
の

在
日
朝
鮮
人

⓫

　
外
村
大
・
韓
載
香
・
羅
京
朱
編

一
九
二
二
～
四
四
年
迄
の
日
本
語
・
朝
鮮
語
の
新
聞
・
雑
誌
の

中
か
ら
、
在
日
朝
鮮
人
の
動
向
・
実
態
・
状
況
を
伝
え
た
一
般

紙
の
特
集
記
事
・
連
載
記
事
、
ま
た
綜
合
雑
誌
の
貴
重
な
記
事

を
選
定
し
、
収
録
し
た
。

▼
全
１
巻
／
本
体
１
８
、０
０
０
円

　

ISBN
978-4-89774-167-3
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戦前・戦時期朝鮮発政府系・民族系メディアは在日朝鮮人とその社会を
どの様に伝えようとしていたのか。新たな視点で在日朝鮮人問題を考える。

新
潟
の
殺
人
境
―
穴
藤
踏
査
記
　
李
相
協
特
派
員
　『
東
亜
日
報
』（
東
亜
日
報
社
）
一
九
二
二
年
八
月

二
三
日
～
九
月
四
日
※

・
一
九
二
二
年
に
発
覚
し
た
新
潟
県
の
ダ
ム
工
事
現
場
に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
待
（
信
濃
川
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
）

に
つ
い
て
の
特
派
員
・
李
相
協
に
よ
る
取
材
調
査
記
事
。
当
時
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
訴
え
、
使
用
者
で
あ
る

大
倉
組
の
弁
明
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

鮮
人
土
方
に
変
装
し
て
真
相
を
探
る
の
記
　
勝
村
特
派
員
　『
京
城
日
報
』（
京
城
日
報
社
）
一
九
二
二

年
八
月
二
五
～
三
一
日

・
信
濃
川
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
に
つ
い
て
の
朝
鮮
総
督
府
御
用
新
聞
の
特
派
員
取
材
調
査
記
事
。
他
紙
の
虐
殺
事

件
の
報
道
を
打
ち
消
し
、
批
判
を
沈
静
化
さ
せ
る
意
図
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

東
京
に
ゐ
る
朝
鮮
人
　『
京
城
日
報
』
一
九
二
二
年
一
〇
月
一
一
日
～
一
三
日

・
東
京
支
局
に
よ
る
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
東
京
在
住
の
朝
鮮
人
労
働
者
及
び
留
学
生
に
つ
い
て
の
報
告
。

見
て
聞
い
た
ま
ま
に（
抄
録
）
金
乙
漢
　『
朝
鮮
日
報
』（
朝
鮮
日
報
社
）一
九
二
九
年
三
月
一
一
日
、一
三
日
、

二
三
日
～
二
六
日
※

・
商
工
視
察
団
に
随
行
し
た
朝
鮮
日
報
記
者
の
金
乙
漢
の
連
載
記
事
。
異
郷
で
活
躍
す
る
若
い
朝
鮮
女
性
、
基

督
教
青
年
会
館
の
記
事
等
を
収
録
。

在
日
本
朝
鮮
人
労
働
者
の
現
状
　
金
重
政
　『
中
央
公
論
』（
中
央
公
論
社
）
一
九
三
一
年
七
月

・
朝
鮮
人
の
渡
日
の
背
景
、
就
労
の
状
況
、
融
和
団
体
の
活
動
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
な
ど
を
記
し
た
文
章
。

金
重
政
は
社
会
主
義
系
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
金
浩
永
の
変
名
。

大
阪
地
方
在
留
朝
鮮
人
問
題
　
洪
鍾
仁
　『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
六
日
～
二
八
日
※

・
一
九
三
四
年
九
月
の
室
戸
台
風
で
大
阪
在
留
朝
鮮
人
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
直
後
、
派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
日

報
記
者
・
洪
鍾
仁
に
よ
る
現
地
報
告
。
罹
災
状
況
、
職
業
、
生
活
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
人
労
働
者
移
動
問
題
　
白
南
雲
　『
東
亜
日
報
』
一
九
三
五
年
一
月
一
日
※

・
社
会
問
題
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
、
朝
鮮
人
の
日
本
へ
の
労
働
目
的
の
渡
航
に
つ
い
て

経
済
学
者
で
あ
る
白
南
雲
が
解
説
し
た
記
事
。

愛
知
県
で
活
躍
す
る
朝
鮮
人
　
任
龍
吉
　『
東
亜
日
報
』
一
九
三
五
年
六
月
二
九
日
※

・
愛
知
県
在
住
朝
鮮
人
の
う
ち
、
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
で
成
功
し
た
一
二
人
に
つ
い
て
経
歴
や
地
域
の
朝
鮮
人
社

会
の
中
で
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

東
京
で
活
躍
す
る
人
物
達
　
北
漢
学
人
　『
三
千
里
』（
三
千
里
社
）
一
九
三
五
年
九
月
※

・
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
う
ち
、
言
論
、
宗
教
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
学
術
な
ど
の
分
野
で
活
躍
す
る
十
数
名
を

紹
介
し
た
記
事
。

京
阪
神
朝
鮮
人
問
題
座
談
会
　『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
六
年
四
月
二
九
日
～
五
月
九
日
※

・
京
阪
神
地
域
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
団
体
指
導
者
、
商
工
業
者
、
宗
教
家
ら
と
本
国
の
記
者
が
一
同
に
介
し
て
、

地
域
の
朝
鮮
人
社
会
の
様
子
、
渡
航
管
理
、
借
家
、
労
働
な
ど
で
の
差
別
、
商
業
、
児
童
教
育
な
ど
の
直
面

す
る
問
題
を
語
り
合
っ
た
座
談
会
。

朝
鮮
人
聚
落
を
行
く
　
張
赫
宙
　『
改
造
』（
改
造
社
）
一
九
三
七
年
六
月

・
東
京
芝
浦
、
深
川
、
多
摩
川
の
朝
鮮
人
集
住
地
に
つ
い
て
の
作
家
・
張
赫
宙
に
よ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。
そ

こ
で
の
朝
鮮
人
の
暮
ら
し
の
様
子
と
そ
れ
に
対
す
る
張
の
感
慨
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

在
大
阪
朝
鮮
人
活
躍
全
貌
　『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
七
年
八
月
二
八
日
※

・
大
阪
の
商
工
業
者
、
医
師
の
朝
鮮
人
ら
三
一
人
に
つ
い
て
経
歴
や
地
域
の
朝
鮮
人
社
会
で
の
活
動
な
ど
を
紹

介
し
た
記
事
。
朝
鮮
日
報
大
阪
総
販
売
所
に
よ
る
「
大
阪
紹
介
版
発
行
に
際
し
て
」
の
文
章
を
含
む
。

玄
海
灘
密
航
夜
話
　
李
鍚
柱
『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
八
年
四
月
一
四
日
～
二
一
日
※

・
日
本
に
職
を
求
め
て「
密
航
」を
企
て
る
人
々
と「
密
航
ブ
ロ
ー
カ
ー
」の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。「
密

航
」
の
方
法
、
料
金
、
取
締
り
の
実
態
や
だ
ま
さ
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

在
大
阪
朝
鮮
人
活
躍
全
貌
　『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
八
年
六
月
一
〇
日
※

・
大
阪
の
商
工
業
者
、
医
師
、
宗
教
家
の
朝
鮮
人
ら
二
五
人
に
つ
い
て
経
歴
や
地
域
の
朝
鮮
人
社
会
で
の
活
動

な
ど
を
紹
介
し
た
記
事
。「
大
阪
紹
介
版
第
二
号
発
行
に
際
し
て
」
の
文
章
を
含
む
。

東
京
の
品
川
埋
立
地
　
金
龍
済
　『
四
海
公
論
』（
四
海
公
論
社
）
一
九
三
八
年
六
月
※

・
東
京
品
川
の
埋
立
地
に
存
在
し
た
朝
鮮
人
集
住
地
に
つ
い
て
の
記
事
。
著
者
の
金
龍
済
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

在
日
朝
鮮
人
の
動
向
を
伝
え
た
新
聞
や
雑
誌
の
記
事
は
、
警
察
当
局
の
治
安
取
締
り
関
連
史
料
や

社
会
調
査
報
告
の
類
と
並
ん
で
、
植
民
地
期
の
在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
史
料

で
あ
る
。
そ
う
し
た
記
事
は
、
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
メ
デ
ィ
ア
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
を

本
拠
と
し
て
い
た
日
本
語
、
朝
鮮
語
の
新
聞
や
雑
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
本
資
料
集
は
、
そ
の

よ
う
な
在
日
朝
鮮
人
の
動
向
を
伝
え
る
一
般
紙
の
特
集
記
事
・
連
載
記
事
、
綜
合
雑
誌
の
記
事
か
ら

重
要
な
も
の
を
選
定
し
、
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
語
原
文
の
記
事
に
つ
い
て
は
日
本
語
へ
の

翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
が
書
か
れ
た
背
景
や
意
図
、
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
内
容
は
様
々
で
あ
る
。「
本
国
」

＝
朝
鮮
半
島
で
活
動
し
て
い
る
記
者
が
ま
と
め
た
も
の
で
は
、
在
日
朝
鮮
人
迫
害
の
事
件
の
真
相
調

査
や
「
内
地
」
視
察
の
な
か
で
得
た
見
聞
を
記
し
た
も
の
、
取
材
を
も
と
に
生
活
実
態
に
つ
い
て
詳

し
く
記
し
た
も
の
、「
成
功
者
」
た
ち
の
紹
介
記
事
な
ど
が
あ
る
。
他
方
、
在
日
朝
鮮
人
の
手
に
よ
る

記
事
や
彼
ら
の
声
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
自
分
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
生
活
問
題
に
つ
い

て
語
っ
た
座
談
会
、
動
員
さ
れ
て
日
本
で
働
く
労
働
者
に
つ
い
て
の
座
談
会
、
そ
の
地
域
で
活
躍
し

て
い
る
朝
鮮
人
の
様
子
を
伝
え
た
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
戦
時
下
に
入
る
と
、
協
和
事
業
を
評
価
し

国
策
協
力
を
訴
え
る
よ
う
な
内
容
の
文
章
を
含
む
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
そ
れ
以
前
の
記
事
で
は
、

民
族
主
義
的
な
要
素
も
し
ば
し
ば
確
認
で
き
る
。

新
聞
・
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
性
格
上
、
ま
た
掲
載
誌
の
性
格
が
御
用
新
聞
も
あ

れ
ば
民
族
紙
も
あ
る
と
い
う
こ
と
、
時
期
的
に
も
民
族
運
動
が
一
定
程
度
展
開
で
き
た

時
期
か
ら
戦
時
下
ま
で
を
含
む
の
で
、
記
事
の
内
容
や
性
格
が
以
上
の
よ
う
に
多
種
多

様
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
、
ほ
か
の
史
料
か
ら

は
把
握
で
き
な
い
貴
重
な
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
こ
で
は
、
行
政
当
局

が
作
成
し
た
史
料
の
な
か
で
は
あ
ま
り
記
録
さ
れ
な
い
、
在
日
朝
鮮
人
の
日
常
生
活
の

様
子
や
文
化
や
経
済
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
在
日
朝
鮮

人
自
身
の
意
識
や
考
え
が
、
あ
る
い
は
本
国
の
朝
鮮
人
た
ち
が
在
日
朝
鮮
人
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
記
述
か
ら
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
資
料
集
は
在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
に
関
心
を
持
つ
人
び

と
に
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
は
ず
で
あ
る
。
多
く
の
人
び
と
が
手
に
取
り
、
在
日
朝

鮮
人
の
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
、
歴
史
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

�

外
村
　
大
（
東
京
大
学
准
教
授
）　

刊
行
の
辞

〈
在
内
地
朝
鮮
人
生
活
〉

在
大
阪
朝
鮮
人
の
生
活
相　
　
　

宋
之
文

今
か
ら
二
〇
年
余
り
前
に
は
、
朝
鮮
人
で
、
日
本
内
地
に
渡
っ
て
職
を
探
し
、
そ
こ
で
暮
ら
そ
う
と
考
え
る
人
は
珍

し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
言
葉
も
通
じ
な
い
、
風
俗
も
違
う
、
技
術
も
な
い
、
い
く
ら
考
え
て
も
自
分
の
故
郷
で
農
業
を
や
り

な
が
ら
、
一
生
を
過
ご
す
以
外
に
は
、
別
に
妙
策
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
の
魔
術
師
は

約
二
〇
年
間
の
歳
月
の
間
、
大
阪
府
下
だ
け
で
も
三
〇
万
に
近
い
朝
鮮
人
を
そ
こ
に
追
い
や
り
、
京
都
・
兵
庫
・
東
京
・

山
口
・
広
島
な
ど
の
各
府
県
と
、
北
の
ほ
う
で
は
樺
太
な
ど
に
ま
で
散
在
し
て
い
る
朝
鮮
人
を
数
え
る
と
、
的
確
な
統
計

が
手
の
中
に
な
い
の
で
断
言
で
き
な
い
が
、
六
、七
〇
万
人
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
密
航
を
は
か
っ
た
も
の
の
、
失

敗
し
た
者
が
ど
れ
ほ
ど
多
い
か
、
ま
た
密
航
し
た
い
気
持
ち
で
た
ま
ら
な
い
人
が
、
何
人
い
る
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
で

あ
ろ
う
。
労
働
力
以
外
に
は
何
も
持
っ
て
い
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
の
労
働
力
が
売
れ
る
と
こ
ろ
だ
け
が
彼
ら
の

理
想
郷
で
あ
る
か
ら
だ
。
玄
海
灘
の
波
濤
と
東
方
の
空
の
悠
々
た
る
白
雲
を
眺
め
、
憧
憬
の
た
め
息
を
つ
く
の
も
無
理
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

内
地
に
い
る
朝
鮮
人
の
生
活
は
、
工
都
大
阪
を
中
心
に
し
て
暮
ら
し
て
い
る
朝
鮮
人
の
生
活
が
も
っ
と
も
代
表
的
で

あ
る
。
ま
た
特
色
が
あ
り
、
さ
ら
に
い
つ
も
物
議
を
か
も
し
、
騒
が
し
い
の
も
、
結
局
は
大
阪
に
い
る
朝
鮮
人
に
つ
い
て

の
問
題
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
大
阪
に
い
る
朝
鮮
人
の
生
活
相
を
書
く
事
に
す
る
。
最
近
の
統
計
で
は
な
い
が
、

大
阪
府
に
居
住
し
て
い
る
朝
鮮
人
数
の
過
去
二
〇
余
年
間
の
集
計
を
記
録
し
て
参
考
に
し
て
み
よ
う
。

本
書
の
内
容
見
本
（『
朝
光
』
日
本
語
訳
記
事
）

『
朝
鮮
日
報
』
日
本
語
訳
に
し
て
本
書
に
収
録

『
朝
鮮
日
報
』
日
本
語
訳
に
し
て
本
書
に
収
録

『
朝
鮮
日
報
』
日
本
語
訳
に
し
て
本
書
に
収
録

▼
収
録
資
料
※
印
は
日
本
語
訳
に
し
て
本
書
に
収
録
し
た
。

化
運
動
の
担
い
手
と
し
て
東
京
で
活
躍
し
た
詩
人
。

在
東
京
朝
鮮
人
活
躍
全
貌
　『
東
亜
日
報
』
一
九
三
八
年
八
月
二
七
日
※

・
東
京
の
商
工
業
者
、
学
界
、
文
化
・
芸
術
界
、
宗
教
界
で
活
躍
す
る
朝
鮮
人
三
二
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
若

干
の
団
体
に
つ
い
て
紹
介
し
た
記
事
。
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
人
口
統
計
な
ど
を
含
む
。

東
京
在
留
朝
鮮
人
活
躍
相
　『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
八
年
九
月
一
日
※

・
東
京
に
お
い
て
商
工
業
等
で
成
功
し
た
朝
鮮
人
三
七
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
を
紹
介
し
た
記
事
。
東
京
在

住
朝
鮮
人
の
人
口
統
計
な
ど
を
含
む
。

在
東
京
朝
鮮
人
の
現
状
　
金
浩
永
　『
朝
光
』（
朝
鮮
日
報
社
出
版
部
）
一
九
三
九
年
二
月
※

・
東
京
在
住
朝
鮮
人
の
増
加
の
状
況
、
集
住
地
の
様
子
、
各
界
で
活
躍
す
る
朝
鮮
人
な
ら
び
に
か
つ
て
東
京
で

活
動
し
て
い
た
朝
鮮
人
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

在
大
阪
朝
鮮
人
の
生
活
相
　
宋
之
文
　『
朝
光
』
一
九
三
九
年
二
月
※

・
大
阪
在
住
朝
鮮
人
の
増
加
の
状
況
、
生
活
状
況
、
朝
鮮
人
団
体
、
借
家
問
題
や
教
育
問
題
な
ど
直
面
し
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

百
万
渡
航
同
胞
生
活
報
告
　
郭
福
山
　『
東
亜
日
報
』
一
九
三
九
年
七
月
五
日
～
一
四
日
※

・
本
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
記
者
・
郭
福
山
が
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
、
東
京
を
訪
問
し
、
各
地
の
朝
鮮
人
の
状

況
を
伝
え
た
記
事
。
協
和
事
業
が
開
始
さ
れ
る
中
で
は
あ
る
が
、
在
日
朝
鮮
人
の
生
活
対
策
に
対
す
る
要
望

も
記
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
特
輯
号
　『
朝
鮮
日
報
』
一
九
三
九
年
八
月
二
七
日
※

・
大
阪
在
住
の
朝
鮮
人
が
直
面
す
る
、
生
活
問
題
、
具
体
的
に
は
、
低
利
融
資
、
住
宅
難
、
迷
信
の
打
破
、「
一

時
帰
鮮
証
」
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
甲
乙
丙
丁
の
仮
名
の
対
話
形
式
の
記
事
。

済
州
島
出
身
成
功
者
は
語
る
　
済
州
支
局
一
記
者
　『
京
城
日
報
』
一
九
四
一
年
二
月
四
日
※

・
大
阪
に
居
住
す
る
済
州
島
出
身
朝
鮮
人
で
事
業
に
成
功
し
た
二
九
人
を
紹
介
し
た
記
事
。
い
ず
れ
も
大
阪
を

地
盤
と
し
て
お
り
、
ど
う
い
う
職
業
で
、
ど
う
い
う
分
野
に
進
出
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
特
徴
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

故
郷
を
想
ふ
　
金
史
良
　『
知
性
』（
河
出
書
房
）
一
九
四
一
年
五
月

・
当
時
、
東
京
を
基
盤
に
活
動
し
て
い
た
作
家
・
金
史
良
の
エ
ッ
セ
イ
。
郷
愁
に
か
ら
れ
た
際
に
神
田
の
朝
鮮

食
堂
に
行
っ
た
り
、
朝
鮮
歌
謡
の
催
し
に
出
か
け
る
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

翼
賛
の
半
島
人
た
ち
　『
京
城
日
報
』
一
九
四
一
年
五
月
二
日
～
一
五
日

・
一
九
四
一
年
当
時
の
在
日
朝
鮮
人
の
居
住
状
況
、
活
動
状
況
を
報
告
し
た
も
の
。
と
く
に
、
戦
時
下
の
翼
賛

運
動
の
中
で
の
朝
鮮
人
の
皇
民
化
活
動
を
中
心
に
し
た
報
告
。報
告
地
域
は
、東
京（
①
山
手
篇
、②
下
町
篇
）、

③
静
岡
・
山
梨
篇
、
④
名
古
屋
・
豊
橋
篇
、
⑤
北
海
道
・
北
陸
篇
、
⑥
神
奈
川
県
、
⑦
大
阪
篇
、
⑧
兵
庫
と

福
井
篇
、
⑨
九
州
篇
で
、
日
本
国
内
の
他
、
⑩
満
洲
篇
、
⑪
⑫
北
支
篇
、
　
中
支
篇
も
収
録
。

山
口
県
に
お
け
る
半
島
子
弟
教
育
と
協
和
事
業
を
聴
く
　『
京
城
日
報
』一
九
四
一
年
五
月
六
日
～
九
日

・
山
口
県
内
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
教
育
状
況
と
協
和
事
業
の
状
況
を
報
告
し
た
も
の
。
朝
鮮
人
児
童
が
在

籍
す
る
学
校
の
教
員
ら
の
意
見
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。

内
地
視
察
か
ら
帰
り
て
　
松
江
記
者
　『
京
城
日
報
』
一
九
四
一
年
六
月
二
四
日
～
二
五
日

・
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
在
住
の
朝
鮮
人
の
状
況
の
視
察
報
告
書
。
皇
民
化
政
策
が
進
展
し
て
い
る
と
い
っ
て

国
策
に
沿
っ
た
記
事
。

一
二
〇
万
名
の
在
内
地
朝
鮮
人
と
戦
時
下
活
躍
　
江
戸
学
人
　『
三
千
里
』
一
九
四
一
年
九
月

・
東
京
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
状
況
を
記
し
た
記
事
。
協
和
会
の
活
動
、
国
防
献
金
、
創
氏
、
服
装
な
ど
の
同
化

政
策
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

東
京
、
大
阪
は
こ
う
だ
　
辛
泰
嶽
　『
三
千
里
』
一
九
四
一
年
一
一
月
※

・
皇
民
化
政
策
の
状
況
、
朝
鮮
人
の
「
愛
国
美
談
」
な
ど
の
紹
介
の
上
で
、
日
本
帝
国
の
国
策
へ
の
協
力
を
説

い
た
講
演
記
録
。

東
京
在
留
朝
鮮
人
活
躍
相
　『
朝
光
』（
朝
光
社
）
一
九
四
二
年
一
～
三
月
※

・
東
京
の
商
工
業
者
ら
二
七
人
を
紹
介
し
た
記
事
。
日
本
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、
日
本
名
と
「
旧
名
」

＝
民
族
名
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

帝
都
の
半
島
色
　『
京
城
日
報
』
一
九
四
二
年
九
月
七
日
～
一
四
日

・
東
京
に
あ
る
枝
川
町
隣
保
館
、
朝
鮮
銀
行
東
京
支
店
、
中
央
協
和
会
、
奨
学
会
な
ど
の
朝
鮮
関
係
の
機
関
・

団
体
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
。

地
底
に
戦
ふ
半
島
労
務
戦
士
・
半
島
製
鉄
戦
士
の
姿
　
村
岡
朝
鮮
軍
報
道
班
員
　『
京
城
日
報
』

一
九
四
四
年
二
月
二
一
日
・
二
二
日

・
福
岡
県
中
鶴
炭
坑
の
朝
鮮
人
坑
夫
の
状
況
と
八
幡
製
鉄
所
の
朝
鮮
人
工
員
の
状
況
を
報
告
し
た
も
の
。
戦
時

労
務
動
員
を
進
め
る
た
め
の
意
図
で
書
か
れ
た
も
の
。

在
内
地
半
島
労
務
者
問
題
を
語
る
座
談
会
　『
京
城
日
報
』
一
九
四
四
年
五
月
一
二
日
～
一
九
日

・
太
平
洋
戦
争
末
期
、
炭
鉱
、
鉱
山
の
労
働
力
不
足
を
補
充
す
る
た
め
の
朝
鮮
人
の
訓
練
、
教
育
、
管
理
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
、
そ
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
朝
鮮
総
督
府
、
石
炭
統
制
会
、
日
本
鋼
管
、
中
央
協
和
会
、

厚
生
省
の
労
務
担
当
者
に
よ
る
座
談
会
。

完


